
■ 

秋
季
彼
岸
・永
代
経
の
ご
案
内 

今
こ
の
ま
ま
を
慶
ぶ
こ
と
が 

仏
様
へ
の
報
恩
で
す 

そ
の
ま
ま
の
慶
び
を 

ご
一
緒
に 

見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う 

〇
餅
つ
き
・
草
取
り
会 

猛
暑
の
疲
れ
が
残
っ
た
ま
ま
で
す
が
、 

大
切
な
行
事
の
準
備
を
し
ま
す
。 

皆
で
や
れ
ば
、
き
っ
と
楽
し
い 

！ 

舂
き
立
て
の
お
餅
を
オ
ヤ
ツ
に
し
ま
す
。 

是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。 

天

国

と

浄

土

と

娑

婆
～
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
し
て
～ 

キ
リ
ス
ト
教
の
天
国
に
つ
い
て
は
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
私

の
イ
メ
ー
ジ
は
歌
謡
曲
の
も
の
と
同
じ
で
す
。 

♪ 

天
国
よ
い
と
こ
一
度
は
お
い
で 

酒
は
う
ま
い
し 

 

ね
え
ち
ゃ
ん
は
綺
麗
だ 

ワ
ー
ワ
ー
ワ
ッ
ワ
ー 

 
 

 

〈
帰
っ
て
来
た
ヨ
ッ
パ
ラ
イ/

ザ
・
フ
ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ
〉 

長
い
階
段
を
登
っ
た
先
に
欲
望
を
満
た
す
国
が
あ
る
。
結
局
、
歌
の
中
で
も

そ
れ
は
夢
な
の
で
す
が
、
そ
ん
な
世
界
が
天
国
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

極
楽
浄
土
は
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

―
 

欲
望
が 

欲
す
る
前
か
ら 

叶
っ
て
い
る
世
界 

一
見
、
天
国
と
同
じ
に
見
え
ま
す
が
、
浄
土
は
、
涅
槃
（
煩
悩
滅
尽
）
の
世

界
で
す
。
だ
か
ら
「
欲
望
を
起
こ
し
え
な
い
世
界
」
と
云
え
ま
す
。
そ
ん
な
所

で
何
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。『*

浄
土
無
為
』
は
常
楽
と
云
う
け
れ
ど
、
時
間
が

止
ま
っ
た
よ
う
に
退
屈
で
、
耐
え
ら
れ
な
い
か
も…

 

と
俗
物
の
私
は
本
気
で

心
配
し
て
い
ま
す
。 

退
屈
し
た
往
生
人
は
、
娑
婆
世
界
に
二
種
の
生
ま
れ
方
で
戻
り
ま
す
。 

煩
悩
有
る
凡
夫
は
、
仏
を
確
か
め
る
の
が
目
的
で
す
。
浄
土
で
、
仏
ば
か
り

で
仏
を
忘
れ
た
人
は
、
煩
い
と
悩
み
を
手
掛
か
り
に
仏
を
仰
ぎ
直
し
ま
す
。 

煩
悩
無
い
生
物
は
、
煩
悩
を
教
え
る
の
が
目
的
で
す
。
煩
悩
の
生
物
ば
か
り

だ
と
「
煩
悩
＝
仏
を
確
か
め
る
道
具
」
を
自
覚
で
き
ま
せ
ん
。
煩
悩
の
無
い
無

垢
な
姿
に
て
、
凡
夫
に
、
生
ま
れ
た
意
味
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。 

そ
ん
な
い
の
ち
に
溢
れ
て
、
こ
の
娑
婆
は
賑
や
か
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

煩
い
悩
み
が
深
い
時
、
こ
ん
な
空
想
を
し
、
や
っ
と
堪
え
て
過
ご
し
ま
す
。 

*
 

浄
土
無
為 

生
滅
変
化
を
超
え
た
常
住
不
変
の
真
実
の
世
界 

煩
悩
具
足
と
信
知
シ
テ 

本
願
力
に
乗
ズ
レ
バ 

ス
ナ
ワ
チ
穢
身
ス
テ
ハ
テ
テ 

法
性
常
楽
証
セ
シ
ム 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
善
導
禅
師
和
讃
和
讃
・
親
鸞
聖
人
》 

    

九
月 

  

二
十
四 

日 

二
十
三 

日  

二
十
二 

日 

  (

休) 

(

日) 

(

土) 

午
後
一
時 

正
午 

午
前
十
時 

午
後
一
時
半 

午
後
一
時
半 

法
要
・
法
話 

 

法
話 

浄
泉
寺
（
岡
崎
市
） 

 
 

 

住
職 

戸
田
恵
信 

師 

お
斎
（
昼
食
） 

法
要
・
法
話 

法
要
の
み 

餅
つ
き
・
草
取
り
会 

平

成

三

十

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 

願

成

寺

報

 

〒
四
四
〇
・
〇
八
一
二 

 

豊
橋
市
東
新
町
二
十
八
番
地 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇
五
三
二
・
五
二
・
九
六
〇
一 

 
 



黄
色
の
勤
行
本
の 

三
十
七
ペ
ー
ジ
か
ら 

●

正

信

偈

ノ

ー

ト

㉒

・

善

導

章

Ⅰ

 

書
き
直
し
を
恐
れ
ず
、
今
、
思
い
浮
か
ぶ
と
こ
ろ
を
書
き
留
め
る 

善
導
独
明
仏
正
意 

 

矜
哀
定
散
与
逆
悪 

光
明
名
号
顕
因
縁 

善
導
独
り
、
仏
の
正
意
を
明
か
せ
り
。 

定
散
と
逆
悪
を
矜
哀
し
て
、
光
明
名
号
を
往
生
浄
土
の
因
縁
と
し
て
顕
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
注
釈
版
聖
典
よ
り
〉 

・
独
明
仏
正
意 

隋
唐
時
代
の
居
並
ぶ
高
僧
方
の
中
で 

た
だ
独
り 

仏
教
の

神
髄
を
明
ら
か
に
し
た 

狭
く
は 

観
無
量
寿
経
を
聖
者
の

為
で
な
く 

凡
夫
往
生
の
経
と
し
て 

正
し
く
読
み
解
い
た 

・
矜
哀 

哀
れ
み
悲
し
む
こ
と 

・
定
散 

定
善
と
散
善
に
励
む
自
力
の
仏
道
行
者
の
こ
と 

・
逆
悪 

五
逆
と
十
悪
の
自
己
中
心
で
煩
悩
ま
み
れ
の
悪
人
の
こ
と 

・
縁
光
明 

光
明
（
＝
如
来
の
知
恵
）
が
縁
と
な
り
浄
土
に
目
覚
め
る 

・
因
名
号 

名
号
（
＝
弥
陀
の
本
願
）
が
因
と
な
り
往
生
を
確
信
す
る 

 ・
善
導
大
師 

七
高
僧
の
第
五
祖
。
仏
滅
一
千
五
百
年
（
七
世
紀
）
ご
ろ
、
中
国
仏
教
全
盛

の
隋
唐
時
代
に
活
躍
し
た
僧
。
鳩
摩
羅
什
・
地
論
宗
慧
遠
・
天
台
宗
智
顗
・
三

論
宗
吉
蔵
な
ど
か
ら
少
し
遅
れ
、
律
宗
道
宣
・
玄
奘
三
蔵
と
同
時
代
。 

十
代
で
出
家
し
聖
道
門
の
立
場
で
『
観
無
量
寿
経
（
＝
観
経
）』
を
実
践
し

た
が
証
を
得
ず
、
二
十
代
半
ば
で
浄
土
門
の
道
綽
禅
師
に
師
事
し
た
。 

三
十
三
歳
の
時
に
禅
師
が
示
寂
す
る
と
、
活
動
拠
点
を
国
際
都
市
長
安
の

光
明
寺
に
定
め
、
多
様
の
民
衆
を
相
手
に
精
力
的
に

称
名
念
仏
の
教
化
を
行
っ
た
。『
浄
土
変
相
図
・
観
経

曼
荼
羅
』
の
絵
解
き
説
法
、『
阿
弥
陀
経
』
の
書
写
事

業
な
ど
が
功
を
奏
し
、
爆
発
的
な
人
気
を
博
し
た
。

朝
廷
（
高
宗
皇
帝
・
則
天
武
后
）
の
信
任
も
篤
く
、

大
仏
造
営
な
ど
を
監
督
し
た
。 

後
に
法
然
上
人
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
多
く
の
書
物
を
著
し
、
六
十
九

歳
で
弟
子
に
囲
ま
れ
て
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。 

主
な
著
作 

『
観
経
疏
』 

古
今
の
諸
師
の
観
経
解
釈
を
匡
し
、
経
の
真
意
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
（
四
帖
疏
） 

玄
義
分 

観
経
の
要
義
を
七
つ
の
課
題
に
て
解
明
す
る 

序
分
義 

説
経
の
契
機
（
王
舎
城
悲
劇
）
を
詳
説
す
る 

定
善
義 

定
善
十
三
観
の
行
を
実
体
験
に
て
解
説
す
る 

散
善
義 

三
福
九
品
の
散
善
の
行
を
解
説
し 

 
 

 
 

信
心
こ
そ
往
生
の
正
因
で
あ
る
と
明
か
す 

『
法
事
讃
』 

阿
弥
陀
経
を
主
と
し
た
臨
時
法
会
の
実
修
法
を
示
す 

『
観
念
法
門
』 

阿
弥
陀
仏
の
相
好
を
観
想
す
る
方
法
と
功
徳
を
示
す 

『
往
生
礼
讃
』 

願
生
行
者
が
日
常
実
修
す
べ
き
六
時
の
礼
法
を
示
す 

『
般
舟
讃
』 

願
生
浄
土
・
仏
徳
讃
嘆
の
為
の
別
時
行
法
を
示
す 

 ・
二
河
白
道
の
譬 

〜
生
き
る
こ
と
の
意
義
〜 

観
経
疏
・
散
善
義
・
回
向
発
願
心
釈
の
中
に
、
仏
願
に
応
じ
て
歩
む
行
者

を
鼓
舞
す
る
説
話
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。 

荒
れ
狂
う
貪
愛
瞋
恚
の
水
火
二
河
の
波
に
洗
わ
れ
る
幅
四

五
寸
・
長
さ
百
歩
の
細
い
白
道
が
あ
り
、
善
友
の
待
つ
西
岸

へ
続
い
て
い
る
。
東
岸
で
群
賊
悪
獣
に
囲
ま
た
行
者
は
、
そ

の
甘
言
に
迷
い
恐
怖
に
躊
躇
う
も
、
絶
望
の
淵
で
渡
河
を
決

意
す
る
。
そ
の
時
、
東
岸
よ
り
「
往
け
」
釈
尊
の
発
遣
の
声

を
、
西
岸
よ
り
「
来
た
れ
」
弥
陀
の
召
喚
の
声
を
聞
く
。
励

ま
し
護
ら
れ
た
歩
み
は
、
必
ず
西
岸
に
到
る
と
す
る
。 

貪
瞋
痴
の
煩
悩
こ
そ
仏
の
声
を
聞
く
縁
で
あ
り
、
あ
え
て
渦
中
を
歩
む
こ

と
こ
そ
仏
願
に
順
じ
た
生
き
方
だ
と
示
さ
れ
ま
す
。
大
師
自
身
も
欲
望
渦
巻

く
長
安
の
都
を
居
場
所
と
し
て
、
願
生
浄
土
の
信
心
を
洗
わ
れ
ま
し
た
。 



創

作

・

善

導

大

師

の

白

道

 
キ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
と
山
鳥
が
啼
い
た
時
、
涙
が
一
筋
頬
を
伝
わ
り
ま
し
た
。 

お
前
も
都
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
か…

 

故
郷
が
恋
し
い
か…

 

道
綽
禅
師
を
は
じ
め
田
舎
の
人
々
の
純
朴
な
笑
顔
が
心
に
浮
か
び
ま
す
。 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
起
点
で
あ
る
長
安
は
、
雑
踏
と
喧
騒
と
欲
望
の
都
で
す
。 

賑
や
か
な
音
を
近
く
に
聞
き
乍
ら
、
大
師
は
投
身
事
件
を
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

光
明
寺
の
定
例
説
法
会
に
て
、
聴
衆
の
一
人
が
立
ち
上
が
り
問
い
ま
し
た
。 

―
 

念
仏
す
れ
ば
間
違
い
な
く
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か 

？ 

―
 

念
仏
す
れ
ば 

必
ず
浄
土
に
生
ま
れ
ま
す 

男
は
大
師
の
答
え
を
聞
く
と
礼
拝
し
、
念
仏
称
え
な
が
ら
堂
を
出
て
、 

門
外
の
大
木
に
よ
じ
登
り
、
目
を
閉
じ
合
掌
し
、
そ
の
ま
ま
身
を
投
げ
ま
し
た
。 

大
師
は
驚
き
、
男
に
も
聴
衆
に
も
、
自
身
に
も
、
掛
け
る
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。 

―
 

人
我
自
ら
覆
い 

同
行
善
智
識
に
親
近
せ
ず 

―
 

仏
願
に
順
ず
る
と
は
平
気
で
生
き
る
事…

 

道
心
を
乱
す
な 

迷
惑
千
万 

―
 

独
り
で
勝
手
に
往
生
す
る
な
ん
て…

 

そ
れ
で
本
当
に
満
足
な
の
か 

？ 

大
師
は
納
得
で
き
な
い
憤
り
の
底
に
、
小
さ
な
悲
し
み
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

キ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
、
山
鳥
は
そ
の
木
の
根
本
に
短
い
脚
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

瑠
璃
色
の
小
さ
な
羽
は
傷
つ
き
、
も
う
飛
べ
な
い
様
子
で
す
。 

小
さ
な
頭
に
長
い
嘴
、
澄
ん
だ
瞳
で
大
師
を
見
上
げ
て
い
ま
す
。 

助
け
よ
う
に
も
跳
ね
逃
げ
て
、
距
離
を
保
ち
つ
つ
大
師
を
見
つ
め
ま
す
。 

襲
わ
れ
て
も
、
傷
つ
い
て
も
曇
ら
な
い
眼
こ
そ
信
心
の
た
ま
も
の
。 

元
々
凡
夫
、
娑
婆
を
納
得
で
き
る
筈
も
な
い
。
同
行
あ
い
哀
れ
む
べ
し
。 

結
果
を
問
う
て
曇
る
眼
を
、
涙
に
洗
い
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
参
ろ
う
。 

―
 

西
方
阿
弥
陀
仏 

我 

衆
生
と
共
に 

安
楽
国
に
往
生
せ
ん
と 

願
い
奉
る 

キ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
、
山
鳥
の
姿
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

た
だ
、
声
と
瞳
の
小
さ
な
い
の
ち
は
、
大
師
の
心
に
深
く
宿
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

〈
『
七
高
僧
も
の
が
た
り
』
東
本
願
寺 

等
を
参
考
に
創
作
〉 

坊

主

の

心

得

 

～
自
信
教
人
信
～ 

真
宗
僧
侶
の
出
発
点
は
、
本
山
で
の
得
度
式
で
す
。 

ご
法
主
か
ら
、
断
髪
を
模
し
た
剃
刀
・
お
カ
ミ
ソ
リ
の
儀
を
賜
り
ま
す
が
、 

こ
の
時
、
ご
法
主
の
言
葉
を
復
唱
し
、
仏
弟
子
の
心
得
を
心
に
刻
み
ま
す
。 

私
は
、
平
成
十
一
年
の
三
月
、
三
十
九
歳
で
得
度
し
ま
し
た
。 

剃
刀
の
、
ご
法
主
直
伝
の
大
切
な
心
得
、
心
に
深
く
刻
ん
だ
筈
な
の
に
、 

全
く
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
無
自
覚
だ
っ
た
当
時
の
私
を
反
省
し
ま
す
。 

た
だ
、「
阿
弥
陀
様
の
お
手
伝
い
を
し
て
下
さ
い
」
の
訓
示
は
覚
え
て
い
ま
す
。 

善
導
大
師
の
『
往
生
礼
讃
・
大
経
礼
讃
』
の
中
に
次
の
偈
文
が
あ
り
ま
す
。 

真
宗
僧
侶
の
心
得
と
し
て
一
番
に
語
ら
れ
る
事
柄
で
す
。 

南
無
至
心
帰
命 

南
無
し
て
心
を
至
し
帰
命
し
て 

礼
西
方
阿
弥
陀
仏  

西
方
の
阿
弥
陀
仏
を
礼
し
た
て
ま
つ
る 

自
信
教
人
信  

み
づ
か
ら
信
じ
人
を
教
へ
て
信
ぜ
し
む
る
こ
と 

難
中
転
更
難  

難
き
が
な
か
に
う
た
た
さ
ら
に
難
し 

大
悲
伝
普
化  

大
悲
を
も
つ
て
伝
へ
て
あ
ま
ね
く
化
す
る
は 

真
成
報
佛
恩  

ま
こ
と
に
仏
恩
を
報
ず
る
に
な
る 

願
共
諸
衆
生  

願
は
く
は
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
と
と
も
に 

往
生
安
楽
国 

安
楽
国
に
往
生
せ
ん 

〈
訳 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
注
釈
版
聖
典
よ
り
〉 

中
四
句
（
主
文
）
の
解
釈
に
は
い
ろ
い
ろ
難
し
い
議
論
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

私
は
訳
も
疑
い
ま
す
が
、
漢
文
に
暗
く
、
抗
議
で
き
な
く
て
残
念
で
す
。 

な
の
で
勝
手
に
、
前
置
の
偈
文
も
参
考
に
、
次
の
よ
う
に
解
釈
致
し
ま
す
。 

大
経
に
遇
い
、
そ
の
教
え
を
聞
い
て
朋
と
慶
び
合
う
こ
と
。 

そ
れ
は
奇
跡
的
な
出
来
事
だ
け
れ
ど
、 

大
悲
は
既
に
あ
ま
ね
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、 

必
ず
目
覚
め
、
仏
を
礼
す
べ
し
、
そ
れ
が
仏
恩
報
じ
る
事
と
な
る
。 

大
雑
把
過
ぎ
る
と
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
を
心
得
と
し
て
過
ご
し
ま
す
。 



行

事

予

定

 

～
平
成
三
十
年
秋
以
降
～ 

‡

後

記

‡

 

○ 

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン 

台
風
一
過
の
朝
、
境
内
で
「
キ
ロ
ロ
」
と
鮮
や
か
な
声
を
聞
き
ま
し
た
。 

主
を
探
す
と
、
見
慣
れ
ぬ
綺
麗
な
鳥
が
羽
を
怪
我
し
て
座
っ
て
い
ま
す
。 

近
づ
く
と
、
羽
ば
た
き
な
が
ら
跳
ね
て
逃
げ
ま
す
。 

飼
わ
れ
て
い
た
鳥
か
と
思
い
ま
し
た
が
、 

調
べ
る
と
、
野
生
の
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
で
し
た
。 

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
目
カ
ワ
セ
ミ
科
の
渡
り
鳥
で
、 

レ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
る
ほ
ど
希
少
な
種
類
の
よ
う
で
す
。 

「
火
の
鳥
」
の
異
名
を
持
ち
、
伝
説
の
多
い
鳥
ら
し
い
。 

保
護
を
考
え
動
物
園
と
東
三
事
務
所
の
環
境
保
全
課
に
電
話
し
ま
し
た
。 

―
 

法
律
に
よ
り
野
鳥
を
保
護
し
て
は
い
け
な
い 

自
然
に
任
せ
て
下
さ
い 

見
殺
し
に
は
出
来
な
い
と
思
い
「
野
鳥
の
会
」
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。 

―
 

法
律
に
は
罰
則
も
あ
り
ま
す 

名
古
屋
に
保
護
セ
ン
タ
ー
あ
り
ま
す
が…

 

名
古
屋
に
連
れ
て
行
く
の
は
無
理
な
の
で
、
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

一
日
目
は
、
刺
激
し
な
い
よ
う
に
、
水
を
近
く
に
置
き
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
心
が
痛
み
ま
し
た
が
、
水
に
餌
用
金
魚
を
入
れ
ま
し
た
。 

三
日
目
に
、
金
魚
は
そ
の
ま
ま
で
、
鳥
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。 

猫
や
カ
ラ
ス
で
な
く
、
無
事
に
故
郷
へ
飛
び
立
っ
て
く
れ
た
と
思
い
た
い
。 

そ
し
て
、
本
紙
の
ネ
タ
に
な
っ
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。 

○ 

ヒ
ヨ
ド
リ 

中
庭
で
は
ヒ
ヨ
ド
リ
が
「
ピ
ヨ
」
と
「
ギ
ャ
ー
」
で
大
騒
ぎ
し
て
い
ま
す
。 

二
羽
の
「
ピ
ヨ
」
が
恐
る
お
そ
る
飛
行
を
練
習
し
、 

二
羽
の
「
ギ
ャ
ー
」
が
遠
く
で
見
守
っ
た
り
、
餌
を
運
び
、
励
ま
し
ま
す
。 

忙
し
い
親
の
姿
を
見
て
、
鳥
の
子
育
て
も
大
変
だ
な
ぁ 

と
感
じ
ま
す
。 

○ 
い
の
ち
の
本
質
は
願
い
か
も 

親
は
子
に
願
い
を
懸
け
、
子
は
願
い
に
報
い
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

親
が
懸
け
な
く
て
も
、
全
て
の
い
の
ち
に
仏
の
願
い
が
懸
か
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
願
い
に
報
い
る
生
き
方
は
、
多
分
、
個
別
の
縁
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

不
惑
・
知
命
を
過
ぎ
て
耳
順
（
六
十
歳
）
が
近
い
私
で
す
が
、
迷
っ
て
い
ま
す
。

既
に
不
惑
が
無
理
な
私
は
、
ジ
タ
バ
タ
す
る
事
で
報
い
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

毎
月
一
日 

 

十
二
月 

十
一
月 

九 
月 

 

 
 

一

日 

 
 

二

日 

  

三 
日 

二
十
四
日 

 

(

土

) 

(

日

) 

(

土
・
祝) 

(

休

日

) 

  

月
例
会 

午
後
二
時 

～ 
時
間
変
更
の
場
合
等
あ
り
ま
す
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
寺
ま
で
ご
確
認
下
さ
い 

報
恩
講 

御
開
山
聖
人
御
恩
に
報
い
る
法
会
で
す 

お
非
時
（
昼
食
）
あ
り 

二
日 

午
後
一
時
半
か
ら 

三
日 
午
前
十
時
か
ら 

本
山
納
骨
堂
法
会
・
団
体
参
拝 

本
山
へ
貸
切
バ
ス
に
て
団
体
参
拝
し
ま
す 

午
前
七
時
ご
ろ
集
合 

秋
季
彼
岸
・
永
代
経
法
会
（
戸
田
恵
信 

師
） 

お
馴
染
み
の
先
生
の
情
熱
的
な
法
話
で
す 

お
非
時
（
昼
食
）
あ
り 

午
前
十
時
～ 

 
本
山
納
骨
堂
法
会
・
団
体
参
拝 

ご
案
内 

市
内
近
郊
の
ご
寺
院
様
と
貸
切
バ
ス
に
て
日
帰
り
参
拝
し
ま
す 

■
期
日 

平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
（
土
・
文
化
の
日
） 

■
日
程 

六 
 

時 

三
〇 

分 

寺
集
合 

 

十  

時 

三
〇 

分 

本
山
着 

 

【
参
拝
・
昼
食
】 

十
五 

時 

〇
〇 

分 

大
須
観
音
散
策 

【
観
光
・
買
物
】 

十
八 

時 

三
〇 

分 

豊
橋
着
（
予
定
） 

＊
予
定
時
刻
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

■
会
費 

八
、
五
〇
〇
円 

バ
ス
・
昼
夕
食
・
旅
行
保
険
代
他 

■
納
骨 

納
骨
希
望
の
方
は
一
霊
に
つ
き
二
万
円
（
納
骨
冥
加
金
） 

■
申
込 

願
成
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
（
十
月
二
十
一
日
ま
で
） 

■ 

他 

ご
不
明
な
点
は
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い 


